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ごあいさつ

ごあいさつ

　第１０回日本バリアフリーダイビング全国大会の開催を心からお喜び申し上げます。

　障害者と健常者がマリンスポーツを通じて触れ合い、お互いが心と心を通い合わせ、感動を分かち合うことによってノーマ

ライゼーションの推進を図るという本大会も今年で１０回目を迎え、広く定着しているものと思います。

本県においては第３次障害者基本計画「美らしま障害者プラン」に基づき、ノーマライゼーションの理念を実現する社会の形

成を目指し、各種施策を推進しております。

　また、この 3 月には、障害者自立支援法に基づく「沖縄県障害福祉計画」を策定し、「障害のある人が普通に暮らせる地域づくり」

「地域に住む人が障害の有無に関わらず自然に交わり、支え合う地域づくり」「ユニバーサル･サービスの実現」の基本理念のも

と、障害福祉サービスや地域生活支援の基盤を整えるための方策について定め、取り組んでいるところであります。

　このような中、本大会が「 ありがとう！ ～ Smile ＆ Smile ～ 」をテーマに、今年も沖縄で開催されますことは、障害のあ

る方もない方もともに支え合う社会の構築を目指している本県にとって、大変意義深いことであります。

　本大会に御参加の皆様には、沖縄の素晴らしい海を始めとした豊かな自然や多彩な文化に触れ、本県に対する御理解を一層

深めていただければ幸いです。

　終わりに、本大会の開催に御尽力いただきました日本バリアフリーダイビング協会を始め、関係者並びにボランティアの皆

様に深く感謝申し上げますとともに、皆様のますますの御健勝と御活躍を祈念しまして、あいさつといたします。

沖縄県知事　仲井眞　　弘　多

　「バリアフリーダイビング全国大会」は、本年をもちまして第１０回の記念大会を迎えることになりました。本大会もゆっくり
ではありますが広く定着しているものと思われ、それもひとえに皆様方のご支援、ご協力の賜物でございます。深く感謝申し上
げます。
　当協会の目指すテーマとしましては、沖縄の青い海を舞台に、障害者及び健常者が「レジャースポーツや沖縄の文化」を通じ
て触れ合う事により、“心のバリア”を取り除き、活動する事の「楽しさ」「喜び」「感動」を伝え合い、心身のリハビリテーショ
ン及びノーマライゼーション（共に生きる社会）に寄与するということです。本大会は、正に当初から壁を作らない「ユニバー
サル大会」でございます。
　過去の各大会のテーマを振り返ってみますと
人に優しい海・フレンドリー沖縄 ／ Up To You ～あなた次第～ ／ All Enjoy ～みんな一緒に～ ／ Be Oneself ～自然体で～ 
／ Wellness Life ～心身ともに健康で！～ ／ ゆいま～る　～みーんな仲間！～ ／ 「ふれあい」～暖かい心・豊かな自然にふれ
あいましょう！～ ／ How Many いい顔　～緊張・心配・幸福・笑顔･･･いい顔いっぱい！～ ／
となっており、ほぼすべて当協会の目指すテーマに沿ったものになっております。
　全国大会を開催しました当初、初めて出会う人と人が、同じ目的を持って何かを行う精神（行動力）と、人と人がお互いに支
え合う精神（支援力）が合わされば、一人一人の「力」は微力でも、多くの人が集まり、「目標」を定めて終結すれば膨大な「力」
が発生することができることを学びました。
　本年度のテーマは、ありがとう　～ Smile & Smile ～で、ございます。
　第１回大会から本１０回大会も含め参加した皆様が自分に対し、あるいは共に参加した皆様に対し、そして自然に対し、心か
らありがとうの気持ちを分かち合い、ともに喜び進んで行きましょうということです。
　当協会が目標とする「誰でも参加できる差別のないレジャースポーツ」の実現に、皆様方の振興普及活動にご協力をお願いす
るしだいでございます。
　最後に、全参加者の皆さんには、第１０回という記念すべき節目の大会になりますよう大会期間中は健康に留意されまして、
たくさんの「感動」と良い「想い出」、そしてすべての心が一つになる喜びを持ち帰っていただきたき、そしてその心のつながり
を全国の皆様へお伝えいただくようお願いを申し上げます。本大会にご支援ご協力を頂きました皆様方に心より感謝を申し上げ、
ごあいさつと致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　日本バリアフリーダイビング協会

　会　　長　山　田　　眞佐喜
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ごあいさつ

ごあいさつ

　第１０回「バリアフリーダイビング全国大会」が、日本を代表するここ沖縄の豊かな自然環境とどこまでも続く透明度の高い

世界屈指の海で開催されますことを、心よりお慶び申しあげます。

　本大会は、車イスのいらない世界へチャレンジ精神を持って海中を自由に散歩したいという夢をかなえた障害者の方々にまず

敬意を表したいと思います。

　そして、サポートダイバーとして全国から参加された心あるダイバーの方々にも敬意を表します。

　チャレンジしようと思っていてもなかなか行動に移せない多忙な経済環境の中で、多くの仲間が集い、共にマリンスポーツの

楽しさや感動を共感できるこの大会は、大変意義のある文化レベルの高いスポーツイベントであると考えます。

　当財団も「スポーツを通して大きな夢と感動を！」を合い言葉に、自然と共生し、チャレンジ精神を養う２１世紀型のスポー

ツ文化の創造を目指しておりますが、「ふれあい」をテーマとする今年の大会が、すべての参加者が大自然の中でダイビングを楽

しみ、友好の輪を広げ、多くの喜びと笑い声の絶えない大会となりますことを願ってやみません。

　最後に本大会の開催にご尽力いただきました日本バリアフリーダイビング協会をはじめ、関係者ならびにボランティアの皆様

に深く感謝申し上げますとともに、参加者全員の安全をご祈念いたしまして、ごあいさつといたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部科学省所管法人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人社会スポーツセンター

　　　　　会　　長　竹　井　　博　康

　「第十回バリアフリーダイビング全国大会」の開催を心よりお喜び申し上げます。

　本大会は、障害者と健常者がマリンスポーツを通して触れ合い、相互交流を図ることによりお互いの理解を深める目的で開催

されると伺っております。

　ノーマライゼーションの理念のもと、障害の種別にかかわらず障害者自身が必要とするサービスを自ら選択し、利用できるよ

うな仕組作りを定めた障害者自立支援法が制定されました。

　本市においては「チュイシージーの心で創る福祉社会」を理念とした第二次宜野湾市障害者福祉計画を策定し、障害を持つ人

も持たない人も住み慣れた地域で暮らせるよう障害者福祉施策に取り組んでいるところであります。

　このような中「ありがとう！　~ Smile ＆ Smile ~」をテーマに本大会が宜野湾市のコンベンションエリアで開催されますこと

は、出会いと交流を大切に、観光・コンベンション機能の充実を目指している本市にとりまして、大変喜ばしいことであります。

　どうかゲスト参加の皆様やボランティア参加の皆様には、滞在期間中、美しい沖縄の自然や独特の文化を充分に御堪能してい

ただきたいと思います。

　終わりに、本大会の開催にご尽力いただきました日本バリアフリーダイビング協会をはじめ、関係者並びにボランティアの皆

様に深く感謝申し上げますとともに、皆様方の今後益々の御健勝、御活躍を心から祈念いたしまして、御挨拶といたします。

宜野湾市長　伊　波　　洋　一
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ごあいさつ

　沖縄の群青の海を舞台に、バリアフリーダイビング全国大会が開催されますことを、心からお祝い申し上げます。

　今年は「ありがとう！　～ Smile ＆ Smile ～」をテーマとし、第１０回という記念すべき節目の年の大会です。

　この大会が、日夜ご尽力され多くの関係者の方々の英知が結集された充実した大会になるよう、また、今年のテーマに沿って、

すべての参加者が「感謝と笑顔」でダイビングを楽しみ、友好の輪を広げ、多くの喜びと感動を伝える大会になるよう大きく期

待しているところであります。

　終わりに、この大会の開催を支えてこられた、日本バリアフリーダイビング協会および大会を支えてくださいます多くの関係

者の方々のご努力に対し、心から敬意を表すとともに、参加者全員の安全とますますのご多幸を祈念しごあいさつとさせていた

だきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人日本障害者スポーツ協会

会　　長　北　郷　　勲　夫

ごあいさつ

日本バリアフリーダイビング全国大会がとうとう１０回目の大会が開催される事となりました。

この祈念すべき節目を迎えることが出来ますのも参加者、ボランティアの皆様、スタッフならびに関係各位の皆様のお力があれ

ばできる事と感謝し、改めてお礼申し上げます。

１０年という歳月．．．．．．．瞬く間に過ぎていったという感じがしています。

しかし、ゆっくりと目を閉じて、もう一度１０年の歳月を思い起こすと、私の師匠でもあった笠原と別れを告げたことも。自分

自身の不注意で大怪我をしたこともあった。新しい新鮮な出会いもあった。そうだ！あれは？．．．そうかもう１０年前のことな

んだ。思いつくままに考えていると、過ぎ去りし時間が戻ってくるような気配が自分の周りに匂っている事に気がついて。

長いですよねー。１０年という歳月は！

１０年間毎年この大会は、沖縄の夏と同時に始まります。一度だけ３回大会に大会終了と同時に夏が来たようなことも記憶して

いますが、「今年はどうなるのかな？」「梅雨がかなり遅れて始まったからなー？」

「参加者の皆さんが、体調崩していないかな？」「ボラは集まっているのかな？」「スタッフが準備を順調に行っているのかな？」

ふっと我に返ると、いつものように大会前に毎年同じような思いしている自分がいます。

そうなんだ、いつもと同じように、安全で無理をせず、楽しく大会が終了させる。

それが、１０回という節目の記念大会に、参加される方の心に残る大会として位置づけできるんだ。これが私の役目なんだ。

再会お待ちしています。そして新しい出会いをお待ちしています。

共に楽しみましょう。安全に！無理をせずに！

１０年を向え、少し感動を覚えています。

　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本バリアフリーダイビング安全対策委員長

　　　　　後　藤　　勝　之
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大　会　概　要
■タイトル：第 10 回バリアフリーダイビング全国大会 in 沖縄
　　テーマ：ありがとう！　～ Smile ＆ Smile ～
■実施会場：全日空ホテルズ ラグナガーデン（沖縄県宜野湾市）
■主　　催：第 10 回バリアフリーダイビング全国大会　実行委員会
■共　　催：文部化学省所管財団法人社会スポ－ツセンタ－
■主　　管：（財）日本障害者スポーツ協会登録団体
　　　　　　日本バリアフリ－ダイビング協会
■後　　援：厚生労働省／沖縄県／宜野湾市／（財）日本障害者スポーツ協会／独立行政法人
　　　　　　国立沖縄青少年交流の家／第十一管区海上保安本部／社会福祉法人沖縄県社会福
　　　　　　祉協議会／社会福祉法人沖縄県身体障害者福祉協会／社会福祉法人浦添市社会福
　　　　　　祉協議会／（財）日本海洋レジャー安全・振興協会／（財）沖縄観光コンベンショ
　　　　　　ンビューロー／（財）ブルーシー・アンド・グリーンランド財団／サン・アビリ
　　　　　　ティーズうらそえ／沖縄県障害者スポーツ指導者連絡協議会／（財）日本障害者
　　　　　　リハビリテーション協会／ MFA ジャパン株式会社／沖縄タイムス社／琉球新報
　　　　　　社／日本経済新聞社　那覇支局／読売新聞那覇支局／毎日新聞那覇支局／沖縄テ
　　　　　　レビ放送株式会社／琉球放送株式会社／琉球朝日放送株式会社／ ＮＨＫ沖縄放送
　　　　　　局／沖縄ケーブルネットワーク／株式会社ラジオ沖縄／株式会社エフエム沖縄
■協　　力：昇陽物産 ( 株 ) ／Ｏａｋキャピタル／ＣＭＡＳ・ＪＥＦＦ／ムラサキスポーツ（株）
　　　　　　／ワールドダイブ株式会社／日本ウェットスーツ工業会／共和コンクリート工業
　　　　　　株式会社／株式会社クリニカルサポート／株式会社ゼロ／円山医院／西町クリニック
　　　　　　／河野整形外科医院／にこにこ整形外科医院／秀月／沖縄スイミングスクール／
　　　　　　アインダイビングスクール／有限会社エムオーテック／沖縄電力／オリオンビー
　　　　　　ル／全日空ホテルズ ラグナガーデン／マリンウエスト那覇／沖縄自然薬草センター
　　　　　　／寺西歯科医院／やえす歯科医院／ながた歯科医院／一日橋むらた歯科医院／町
　　　　　　の歯医者さん／（有）沖縄農興／（有）中国ダイビング／全日本水泳連盟　ＪＵ
　　　　　　ＤＦ／株式会社　山文／寓話／沖縄殖産（株）／沖縄ツーリスト／ＯＴＳレンタ
　　　　　　カー／那覇医師会／ ( 株 ) タバタ／ ( 株 ) マスク／大塚製薬 ( 株 ) ／ ( 株 ) 沖縄ポッ
　　　　　　カコーポレーション／ ( 株 ) 瑞泉酒造／ ( 株 ) 瑞穂酒造／南島酒販 ( 株 ) ／南西医
　　　　　　療器株式会社
■大会参加者：肢体障害者・視覚障害者・聴覚障害者・内部障害者・高齢者、及びスキューバー
　　　　　　ダイビングに関心のある、ダイビングに適した健康状態の方
■参加人数：ゲスト参加者　40 名
　　　　　　ボランティア参加者　約 120 名
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大会スケジュール
TIME 6月28日（木） 6月29日（金） 6月30日（土） 7月1日（日）

ボランティア・スタッ
フ会場入り・準備

○朝食
　食事前後順次
　メディカルチェック

ボランティア・スタッ
フ会場入り・準備

○朝食
　食事前後順次
　メディカルチェック

○朝食

地元ボランティア
送迎準備

帰路準備

チームミーティング
（時間未定）

各空港へ到着

スタッフ
反省会

解散
○リーダーミーティング ○リーダーミーティング ○リーダーミーティング

※.気象状況や海況により、スケジュール、場所が変更又は中止される場合がありますので、あらかじめご了承下さい。

6:00

　7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

ゲスト参加者
ボランティア参加者
各空港に集合
沖縄へ向けて出発

全参加者
空港到着
会場まで
順次送迎

14:00～
リーダー説明会

15:00～
各参加者説明会

17:00～
開会式
オリエンテーション
Welcomeディナー

8:30～
Ａ

海洋
１

昼食
（船上）

海洋
２

15:00
帰港

9:00～　
Ｂ
プール
または
海洋で
講習

昼食

海洋
２
15:30
帰港

18:30～
夕食

19:00～
記念撮影
閉会式
交流会パーティ

8：30～
　Ａ　海洋３
９：０0～

　Ｂ　海洋３

　　昼　食

14:30～
　

１スター
サポート
ダイバー
講習会

※延泊者
　オプション
　ダイビング
　　　出発

チェックアウト
空港へ移動
空港でフリー

13:00前後
各空港へ向け
出発

～全日空ホテルズ ラグナガーデン～

那覇空港から車で約30分、人気の北谷エリアにも車で約10分というアク
セスのよさが人気の「ラグナガーデンホテル」。コンベンションエリアと
して整備が進む宜野湾市に位置し、観光客はもちろんのこと、ビジネス客
やコンサートの観客など、多彩なゲストが集まってきます。ラウンジを中
心に、レストランやショップが並び、フロント脇にはインターネットスペ
ースが設置されていて、利便性の高いつくりです。

那覇空港から車で約30分、人気の北谷エリアにも車で約10分というアク
セスのよさが人気の「ラグナガーデンホテル」。コンベンションエリアと
して整備が進む宜野湾市に位置し、観光客はもちろんのこと、ビジネス客
やコンサートの観客など、多彩なゲストが集まってきます。ラウンジを中
心に、レストランやショップが並び、フロント脇にはインターネットスペ
ースが設置されていて、利便性の高いつくりです。

～ダイビング～
海中は抜群の透明度
です。ダイビングを
満喫してください。
・Ａコース（ファンダイブ）
　認定カード所持者の方　

・Ｂコース（体験ダイブ）
　認定カードお持ちでない方　

～サポート講習～
 ハンディキャップダイ
バ ー の バ デ ィ と な り 、
一緒に安全で楽しめる
よう陸・海の介助方法
を学ぶコースです。

11:00～
受付開始

13:30～
オプショ
ン
①
②
③
及び
ﾌﾘｰﾀｲﾑ
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ホテル配置図と各会場のご案内

主会場

7/1 閉会式・交流会会場マリーナ会場

6/29 朝食
7/1 朝食会場

■ラグナガーデン 1階

車椅子用トイレ

車椅子用トイレ

6/29 朝食・昼食・夕食会場

6/28 ゲスト説明会会場
6/29 メディカルチェック会場

6/28 開会式会場
6/30 朝食会場及び
メディカルチェック会場

6/28 ボラ説明会及び
ポラ＋リーダーミーティング会場

■フェストーネ（閉会式会場）

■宜野湾マリーナ
6/30 閉会式会場

荷物積込スペース 大会本部テント

■ラグナガーデン 2階

■ラグナガーデン 13階
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■ラグナガーデン 2階

■ラグナガーデン 13階



— � —

ダイビングポイント
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2007年7月2日に開業15周年を迎える、ラグナガーデンホテル。
これまで支えてくださった全ての方々へ、感謝の気持ちを込めて
「ラグナスマイルキャンペーン」を展開していきます。
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協　会　概　要
１．名　　称　　日本バリアフリーダイビング協会
　　　　　　　　略　　称　　ＪＢＤＡ
　　　　　　　　英語名称　　JAPAN　BARRIER FREE　DIVING　ASSOCIATION
２．住　　所　　〒９００－００３３
　　　　　　　　沖縄県那覇市久米 1-5-18　稲福ビル１Ｆ
　　　　　　　　電　　話　　０９８－８６９－４９５７
　　　　　　　　ＦＡＸ　　　０９８－８６７－４０３４
３．設立月日　　平成９年７月１０日
４．目　　的　　全国の体の不自由な皆さんのダイビングの重要性の認知、普及を図り、リハ
　　　　　　　　ビリテーション及びノーマライゼーションに広く深く貢献し、ダイビングの
　　　　　　　　健全な発展に寄与する。
５．事業内容　　 ( １) 障害者のダイビングの普及および振興
         　　　    　( ２) 障害者のダイビングに関する知識の普及
                  　 　( ３) 障害者のダイビング調査研究及び広報活動
                      　( ４) 障害者のダイビング教室の開催
                     　 ( ５) 障害者のダイビング指導員の養成
                     　 ( ６) 障害者のダイビングスポーツ選手の育成強化
                     　 ( ７) ダイビングの育成・検定及び指導
      　            　 ( ８) 潜水の技術・安全の確保及び指導法の調査・研究
　                  　 ( ９) カリキュラムの研究・開発
　　                　(10) 刊行物の発行
　　                　(11) ダイビングポイント及び施設の充実
　                      (12) ダイビング器材の研究開発
　                      (13) その他、この会の目的達成に必要な事業
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第９回全国大会の様子
 How Many いい顔
 ～緊張・心配・幸福・笑顔･･･いい顔いっぱい！～

真剣顔？のオリエンテーション

陸上とは全く  違う無重力の

  世界を共に　分かち合う!

陸上とは全く  違う無重力の

  世界を共に　分かち合う!
並んで並んで、祈念撮影

母娘で宣誓。

また会えてうれしい

メディカルチェック後、いよいよ。 指導員全員で大合唱 JBDAと共に伊是名尚円太鼓
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院長　伊志嶺　恒洋

〒 900-0025　那覇市壷川 2 丁目 11-2

医 療 法 人 　 和 　 楽 　 会

TEL(098)836-4807
FAX(098)836-4808

にこにこ整形外科
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活　動　内　容
安全なプログラムの充実

 ハンディーを持っている方の身体的特徴は千差万別です。従って一様な指導方法では、適切な指導方法とは

言えません。個々の能力を把握し、どの程度の介助をすべきかを結論付け、結果として初級のレベルを４段

階に区分けし、安全で楽しいダイビングが提供できるようにプログラミングされております。

　勿論、経験を積むことによる能力の向上、又リハビリテーションの効果が出てくることで、介助する範囲

は少なくなり、それなりにランクをアップして、次の段階に進んでいくことになります。この区別は、どの

程度の介助をすべきかの指標のランク付けであり、上手か下手かの区別ではない事の認識をしてもらい、安

全なダイビングの提供に寄与していきます。  

■サポートダイバーの育成

　レクリェーショナルダイビングに於いては、必ずバディという相棒と共に水中で行動することにより、安

全値を高め楽しいダイビングライフに務めるのですが、初級レベルにてランク付けされたダイバーも、各々

のダイバーに適した介助を受けながら行動することになります。そのためには訓練されたダイバーがバディ

ー（相棒）となり、安全で楽しいダイビングを提供します。又、バディー（相棒）は、サポートダイバーと

しての介助能力の程度に応じて区別され、その知識と技術を持つ者が、バディーとなります。このことは、

ハンディーを持っている方達のダイビングの機会を作るのに大変重要なことであり、サポートダイバーを積

極的に育成していきます。

■指導員の育成

 体の不自由な方、加年齢の為にハンディを持っている方は、それぞれに特徴を持っております。例えば、体

温調節の機能低下、下肢麻痺、痛覚の麻痺、全身の筋力低下、会話ができない等さまざまです。指導者は、

それぞれの特徴を把握し、残存能力を生かしつつ、二次的障害を防がなくてはなりません。

従って、指導員は、ダイビングの知識の他に、障害の原因、症状、予防、対処法、二次的障害の予防等の知識と、

リハビリテーションの効果的な運動法等の知識を併せ持つ必要があります。しかしながら、これらの指導員

は、日本では、皆目少ないのです。協会としては、指導員を積極的に育成していきます。

■ハンディキャップ所持者指導員の育成

 ダイビング指導は、健常者でなければならない理由は有りません。残存能力の維持向上からしても、やる気

のあるハンディキャップ所持者が、指導者として活躍できる場を持つべきなのであります。十分なダイビン

グの経験と知識が有れば、ダイビングの理論を指導する事ができます。又、救助能力を養えば、限定水域（例：

プール）での実技指導も行えます。残存能力の維持向上の精神は、指導者の道も提供しており、社会参加の

一つともなりうるので積極的に育成していきます。

■安全なサポート体制

　障害の種類は、多種多様に存在します。それも程度が異なったり併発等の場合もあります。 又、行っては

危険な障害もあります。

　そのようなケースに於いては、適切な判断、指導方法を仰ぐことにより、二次的障害を防ぐ必要があります。

そのために、アドバイサーとして、全国に顧問ドクター、身障者スポーツ指導員を配置し、万全を期して活

動しております。又、会話が不自由な方には、専門のインストラクターを配置しております。

■指導方法・スキル・マニュアル・器材・その他等の研究開発への貢献

■ノーマライゼーション及び、リハビリテーションに寄与するための社会への貢献と認知

■スポーツとしてのダイビングの積極的普及

■当協会の安全システムルールの世界への広宣と交流への貢献
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上級指導員
新井　雅人　
　　　　

中級指導員
厨川　美香

中級指導員
伊藤　成二　
　　
中級指導員
五味　高広

初級指導員
黒澤　伴次

初級指導員
岩吉　美樹
初級指導員
北田　宏樹

初級指導員
入江　聡彦

初級指導員
輪島　薫美

上級指導員
市村　　豊

中級指導員
西谷　雅治

中級指導員
広瀬　勝則

レクチャー
インストラクター
井上　　浩	

初級指導員
後藤　晴美　
初級指導員
根岸　拡也　
初級指導員
内山　健一　

中級指導員
西森　猛志

中級指導員
加藤　喜久　
初級指導員
栗山 祐喜子
初級指導員
坂本　利明

初級指導員
森　泰憲

初級指導員
近江　寛

中級指導員
錦織　秀治

中級指導員
山中　博

マスター
インストラクター
山田  眞佐喜
教育指導員
屋良　洋子
中級指導員
山田　幸村
中級指導員
鈴木　直子

地区 連絡先

関　
　

東

東京

中　

部

神奈川

千　葉

愛知

山口中 

国

九 

州

沖 

縄

鹿児島

那覇

埼　玉

【ＪＢＤＡ関東本部事務局】	
チームキャナビス／アインダイビングスクール　
〒 113-0034 東京都文京区湯島 3-41-12
ウエノイレブンビル1F 事務所 http://www.iyne.com/
M.D.C. One Star Diver's 南伊豆店	
〒 415-0302　静岡県賀茂郡伊豆町上賀茂 705-5	
http://www.minamiizu-diving.com/	

株式会社マスク
〒 124-0012　東京都葛飾区立石 8-33-1
http://www.gull-msc.co.jp	

日本バリアフリーダイビング協会　東京事務所	
〒 103-0027　東京都中央区日本橋 2-16-12
江戸二ビル２Ｆ　http://www.e-jbda.com/	

（株）ゼロ	
〒 292-0063　千葉県木更津市江川 2198	
http://www.zero-zero.co.jp/	

ダイビングサービス　３７３ブルー	
〒 236-0022　神奈川県横浜市金沢区町屋町 10-13	
http://www11.plala.or.jp/a-blue/	
シーロマン横浜	
〒 222-0011　神奈川県横浜市港北区菊名 6-2-8	
http://homepage2.nifty.com/searoman/	
	
	

マリンロード
〒 414-0054　静岡県伊東市鎌田 367
http://www.marine-road.com/index.html	

井田サイビングセンター
〒 414-0054　静岡県伊東市鎌田 367

名古屋ダイビングセンター
〒 460-0011　愛知県名古屋市中区大須 2-2-18	

Dive Unit Knight's
〒 491-0914　愛知県一宮市花池 2-20-12	
親不知マリンサービス（新潟）	
〒 000-0000　新潟県糸魚川市大字外波 903-1	
親不知ピアパーク㈱親不知企画内

( 有 ) 中国ダイビング	
〒 740-0031　山口県岩国市門前町 3-15-25	
http://www.urban.ne.jp/home/diving/
( 有 )　マリンテック
〒 891-0113 鹿児島県鹿児島市東谷山 2-27-17 
東谷山Ｎビル１Ｆ

【ＪＢＤＡ本部事務局】
〒 900-0021 沖縄県那覇市久米１−５−１８
稲福ビル１Ｆ http://www.e-jbda.com

静岡

長野

TEL：03-3836-0677	
TEL：0120-088-872	
FAX：03-3839-3380	
E-mail：diver@iyne.com	
TEL：0558-62-2881
FAX：0558-62-2881
E-mail：info@minamiizu-diving.com	

TEL：03-3691-8211
FAX：03-3691-8213
E-mail：gull@gull-msc.co.jp	

	
TEL：03-3676-8581	
FAX：03-3676-8589	
E-mail：info@e-jbda.com	

E-mail：little-mermaid.m-k@docomo.ne.jp

E-mail：kitada-408@grape.plala.or.jp
	

	
TEL：0438-41-8577	
FAX：0438-41-8579	
E-mail：zero-sc@r5.dion.ne.jp	

E-mail：marineblue56@yahoo.co.jp

TEL/FAX：045-785-1755	
IP-TEL：050-7500-3652	
E-mail：z-div@smail.plala.or.jp	
TEL：045-402-6823	
FAX：045-402-6829	
E-mail：BXU02070@nifty.com	

E-mail：katsu312@dk.pdx.ne.jp	

E-mail：richjeanrichjean@kzc.biglobe.ne.jp	

	
TEL：0557-36-6237
FAX：0557-38-1745
E-mail：info@marine-road.com	

TEL：0558-94-4560	
FAX：0558-94-4560	
E-mail：takeshi@itadc.com	

TEL：052-222-7666
FAX：052-221-1654
E-mail：aquavit@msa.biglobe.ne.jp	

TEL：0586-46-4480	
FAX：0586-46-4480	
E-mail：knights@king.odn.ne.jp	
TEL：0261-22-0664	
FAX：0261-22-0354	
E-mail：swimming@cocoa.ocn.ne.jp	
TEL：0827-32-5544	
FAX：0827-32-5444
E-mail：diving@ymg.urban.ne.jp	
TEL：099-267-3965	
FAX：099-267-3793
E-mail：marine-tech@mub.biglobe.ne.jp

TEL：098-869-4957
FAX：098-867-4034
E-mail：info@e-jbda.com

E-mail：naoppy_s@ybb.ne.jp	



中級指導員
茅野　孝子　

中級指導員
中村　政昭

初級指導員
鈴木　彩

初級指導員
高島 佳奈子

初級指導員
大塚 健一郎
初級指導員
植田　友三
初級指導員
松井　諭

初級指導員 
岸田　彩　
初級指導員
金城　将憲

中級指導員
矢中　培雄

中級指導員
喜屋武　雅美

中級指導員
岡村　清志

中級指導員
清水　伸一
中級指導員
清水　宏徳

中級指導員
木村　浩之

中級指導員
高畠　忠行

中級指導員
中谷　清治
中級指導員
山中　勝志
初級指導員
園田　真
初級指導員
大平　智己
初級指導員
佐藤 百合子
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ライム５
〒 900-0033　沖縄県那覇市久米 1-7-1
カサデシトラス 204	

	

ｃｏｍｏｄｏ　divinng　shop	
〒 900-0012　沖縄県那覇市泊 1-15-1	
http://w1.nirai.ne.jp/comodo/	

マリンクラブ　セピアック沖縄
〒 901-2122
沖縄県浦添市勢理客 3-4-13	

SEA MAX　DIVING CLUB	
〒 900-0005　沖縄県那覇市天久 2-14-20	
http://www.seamax.co.jp/	

〒 901-0005　沖縄県渡嘉敷村阿波連 39	

アースマン・プロジェクト	
〒 906-0007　沖縄県平良市東仲宗根 269-3	
http://www.miyakojima.co.jp/	
	
ＯＫマリンクラブ宮古島
〒 906-0013　沖縄県平良市下里 399-1	
	
グットフェローズクラブ（有）
〒 906-0015　沖縄県平良市久貝 869-1	

（有）夢好海　シーマーダイビングクラブ
〒 906-0012　沖縄県平良市西里 807-2
http://www3.ocn.ne.jp/~seamar/	

ダイブキッズ
〒 906-0013　沖縄県平良市下里 397-5	
http://plaza2.mbn.or.jp/~divekids/index.html	
	
ＴＡＫＡダイビングサービス
〒 906-0013　沖縄県平良市下里 1574	

ネービービルー　
906-0015　沖縄県平良市久貝 1047-40

Diving School 海講座
〒 907-0453
沖縄県石垣市川平 827-15

地区 連絡先

沖　

縄

那覇

宮古

石垣

E-mail：chinoko.7554@docomo.ne.jp	

TEL：098-866-3120	
FAX：098-867-9045	
E-mail：lime-5@nirai.ne.jp

TEL：090-4582-7823
E-mail：comodo@nirai.ne.jp	

TEL：098-870-0955
FAX：098-870-0965
E-mail：deep-blue.kenichi@ezweb.ne.jp	

Tel/Fax：098-861-1425
E-mail：seamax@seamax.co.jp

E-mail：info@masabou.com	

TEL：09807-3-5450	
FAX：09807-3-5451	
E-mail：earthman@miyakojima.co.jp	
TEL：09807-3-6677	
FAX：09807-3-6630	
E-mail：okmarin@m1.cosmos.ne.jp	
TEL：09807-3-5483	
FAX：09807-3-5966	
E-mail：fellas@goodfellas.co.jp	

TEL：09807-3-6930
FAX：09807-3-6931
E-mail：senja@ruby.ocn.ne.jp	

TEL：09807-2-7338	
FAX：09807-2-7338	
E-mail：divekids@a2.mbn.or.jp	

TEL：09807-3-2298	
FAX：09807-3-2294	
E-mail：takads@mint.ocn.ne.jp

TEL：09807-3-5521
FAX：09807-3-5521
E-mail：miyakojima@navyblue.jp

Tel：0980-88-2434
Fax：0980-88-2470
E-mail：manta@umicoza.com

渡嘉敷
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総発売元／製造元
ダイブソニック
〒 418-0022 静岡県富士宮市小泉 2182-17
有限会社　太田海洋　ダイブソニック事業部
TEL 0544-26-8233
http://www.divesonic.com
e-mail   divesonic@ocean.email.ne.jp

国内総販売元　
株式会社ゼロ
〒 152-0004 東京都目黒区鷹番 1-11-5
TEL 03-5721-1906
http://www.zero-zero.co.jp
e-mail   zero@zero-zero.co.jp
※本製品は改良のため、予告なく変更する場合があります。
※製品は日本製です。
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協 会 役 員 名 簿
会長　　　　　　　　　　　山　田　眞佐喜	
専務理事　　　　　　　　　宮　里　一　男　　　　上級障害者スポーツ指導員
　　　　　　　　　　　　　森　井　一　雄　　　　有限会社エムオーテック　代表
理事　　　　　　　　　　　本　武　久　幸　　　　中央動物病院　院長
　　　　　　　　　　　　　武　藤　　　潤　　　　サンヨーシステム開発　代表
　　　　　　　　　　　　　寺　西　　　真　　　　寺西歯科医院　院長
沖縄支局長　　　　　　　　名　嘉　一　郎　　　　
監事　　　　　　　　　　　波　平　常　雄　　　　ロンドコンサルティング　代表
協議会会長 （関東）　　　　 新　井　雅　人　　　　JBDA 関東事務局長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アインダイビングスクール / チームキャナビス　代表
　　　　　 （中部）　　　　 加　藤　喜　久　　　　( 有 ) アクアビット　代表
　　　　　 （中国）　　　　 錦　織　秀　治　　　　( 有 ) 中国ダイビング　代表
　　　　　 （九州）　　　　 山　中　　　博　　　　有限会社マリンテック代表
　　　　　 （北陸）　　　　 近　江　　　寛　　　　アクアスポーツプラザ代表
東京事務局　　　　　　　    黒　澤　伴　次　　　　沖縄県流通機構開発株式会社

名誉顧問　　　　　　　　　藤　尾　幸　司　　　　我孫子東邦病院　院長
顧問　　　　　　　　　　　後　藤　勝　之　　　　JBDA イベント安全管理対策委員長
　　　　　　　　　　　　　下　地　幹　郎　　　　衆議院議員
　　　　　　　　　　　　　儀　部  和 歌 子　　　　儀部和歌子法律事務所代表
　　　　　　　　　　　　　松　島  ト モ 子　　　　タレント
　　　　　　　　　　　　　富　田　拓　也　　　　株式会社　拓商　代表
　　　　　　　　　　　　　上　地　武　昭　　　　沖縄県障害者スポーツ指導員協議会　会長
　　　　　　　　　　　　　運　天　　　健　　　　沖縄県障害者スポーツ指導員協議会　事務局長
　　　　　　　　　　　　　古　野　雅　彦　　　　協立病院　スポーツ医師
　　　　　　　　　　　　　伊　藤　博　明　　　　独立行政法人　国立病院機構　新潟病院　診療部長
　　　　　　　　　　　　　真栄田　篤　彦　　　　西町クリニック　院長　（社）那覇医師会副会長
　　　　　　　　　　　　　鳴　海　幸　恵　　　　東京都老人医療センター　歯科口腔外科医師
　　　　　　　　　　　　　本　間　公　也　　　　共和コンクリート工業株式会社　役員
　　　　　　　　　　　　　小　濱　　　哲　　　　名桜大学　教授
　　　　　　　　　　　　　伊良波　知　子　　　　沖縄リハビリテーション福祉学院　理学療法学科　講師
　　　　　　　　　　　　　青　木　英　雄　　　　昇陽物産株式会社　社長
　　　　　　　　　　　　　飯　島　　　譲　　　　医療法人社団　順邦会　飯島整形外科　院長
　　　　　　　　　　　　　瀬　田　芳　博　　　　財団法人社会スポーツセンター事務局長
　　　　　　　　　　　　　中　谷　三　男　　　　財団法人産業教育振興中央会　事務局長
　　　　　　　　　　　　　円　山　忠　信　　　　円山医院　院長
　　　　　　　　　　　　　永　光　彰　典　　　　医療法人　博愛会病院　外科部長
　　　　　　　　　　　　　服　部　英　二　　　　国立沖縄青少年交流の家　所長
　　　　　　　　　　　　　伊佐地　　　隆　　　　茨城県立医療大学　助教授
　　　　　　　　　　　　　金　山　太　一　　　　ボードオブディレクター , 文化事業部部長 , アクター , ボーカル
　　　　　　　　　　　　　大仁田　　　厚　　　　自民党参議院議員
　　　　　　　　　　　　　吉　田　　　章　　　　筑波大学教授
　　　　　　　　　　　　　伊志嶺　恒　洋　　　　にこにこ整形外科　院長
　　　　　　　　　　　　　三　浦　孝　仁　　　　岡山大学教授
　　　　　　　　　　　　　　　
参与　　　　　　　　　　　屋　良　文　雄　　　　沖縄ジャズ協会　会長　ジャズピアニスト
　　　　　　　　　　　　　高　尾　清　子　　　　障害者スポーツ指導員
　　　　　　　　　　　　　市　川　　　徹　　　　中国電力株式会社　配電部　計画担当　副長
　　　　　　　　　　　　　佐久間　真　一　　　　久茂地公民館　社会教育指導員
　　　　　　　　　　　　　河　野　一　郎　　　　医療法人　河野整形外科医院　医院長
　　　　　　　　　　　　　比　嘉　秀　則　　　　秀月　代表
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　　　　　　　　　　　　　田　端　　　充　　　　舞台監督
　　　　　　　　　　　　　外　間　裕　朋　　　　沖縄県観光商工部情報産業振興課主査
　　　　　　　　　　　　　山　崎　博　臣　　　　木原病院　医師
　　　　　　　　　　　　　西　古　弘　憲　　　　有限会社プランナー　本部長
　　　　　　　　　　　　　高　山　朝　夫　　　　沖縄県立浦添工業高校　教頭
　　　　　　　　　　　　　濱　本　朝　金　　　　元沖縄警察学校長
　　　　　　　　　　　　　山　田　忠　明　　　　山田歯科医院　院長
　　　　　　　　　　　　　本　田　貴　志　　　　セガミメディックス（株）薬剤師
　　　　　　　　　　　　　高　橋　英　明　　　　株式会社　宝建　代表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口市市議
　　　　　　　　　　　　　井　上　　　浩　　　　東京電力（株）埼玉支店さいたま支社　課長
茨城県推進室長　　　　　　山　崎　眞　巳　　　　（有）メディカルクリーンサービス　代表
中国地区推進室長　　　　　秋　尾　　　護　　　　山口潜水（有）　代表
　　　　
推進委員　　　　　　　　　西　村　慎　祐　　　　有限会社　山手工業
　　　　　　　　　　　　　酒　井　　　洋　　　　理学療法士
　　　　　　　　　　　　　水　谷　正　人        　 名古屋市役所
　　　　　　　　　　　　　野　口　定　康　　　　有限会社　インターラーケン代表　

エコツーリズム推進室長　　松　原　孝　雄　　　　リンカーン学園　講師　
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http ://www.e-jbda.com/
e-mai l  info@e-jbda.com

財団法人日本障害者スポーツ協会登録団体

日本バリアフリーダイビング協会
〒 900-0033　 沖 縄 県 那 覇 市 久 米 1-5-18

T E L :098-869-4957 ／ F A X :098-867-4034
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